
東京都全体での流行状況

感染症メモ

感 報週症染
小笠原での流行状況

【主な感染症】
第11週（令和6年3月11日～3月17日）

インフルエンザ
COVID-19
咽頭結膜熱
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
感染性胃腸炎
水痘
手足口病
伝染性紅斑
突発性発しん
ヘルパンギーナ
百日咳
風しん
流行性耳下腺炎
ＲSウイルス
流行性角結膜炎
無菌性髄膜炎
マイコプラズマ肺炎
感染性胃腸炎（ロタウイルス）

※ 赤字の感染症は警報または注意報レベル
－は報告なし、（→）は大きな変動が
ないこと表します。

令和６年3月26日発行

第12週（ 3月18日 から 3月24日まで）

インフルエンザ、感染性胃腸炎の報告がありました。

特別な感染症の報告はありませんでした。母島
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※ ５例以上発生時に実数報告としています

インフルエンザの定点当たり報告数は、14.09で注意報レベルが続いています。
東京都では２月をピークに減少傾向で
したが、３月に入り再び増加していま
す。現在流行しているのはインフルエ
ンザB型がほとんどです（右図参照）。
父島でも２週連続インフルエンザが報
告されており、注意が必要です。
新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）の定点当たり報告数は、3.70で
先週より減少しています。

病名がわかると、的確な治療ができ
感染症の対策もとりやすくなります。

規則正しい生活、十分な睡眠、禁煙
バランスの取れた食生活、程よい運動で
免疫力をアップをさせます。

咳やくしゃみで感染が広まるのを
防ぎます。

発症中は他人に感染させやすくなります。
休養は病気の回復も早めます。

手に付いた病原菌が除去されるので
接触で感染する、感染させるのを防ぎます。

よく「笑う」のも
良いって言われてます


